
昭和 54年 6月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「男ごころと梅雨の空」 

女店員清子（青葉寿々代） 同益代（秋葉陽子） 店員桐田（宮路拓也） 客塩原（東

光男） その連れ春江（生島康子） 知人南（長谷川稔） 店主水野亜女（御陵多栄子） 

安原夫人時江（佐久良国子） アーモンド・杉野（服部哲治） 亜女の良人正造（八木

五文楽） ホステスひとみ（滝由女路） 同朱美（御園恵美子） 正造の息子修一（曽我

廼家文童） 正造の友人片山（金乃成樹） 宣伝社部長岡田（守田秀郎） 同社員木

村（里見たかし） その妻すま子（岸本康子） クラブのママ純子（羽衣美沙代） 町内

の人大川（喜美川竜八） 同甲（原田介次） 同乙（武田茂雄） 同丙（松田寛） 同丁

（羽根田竜美） 同戌子（中根里美） 近所の人石山（岩田正） 同森本（沢田光生） 

同芳子（林千恵） 葬儀社社長四方（伊吹聡吾朗） 同社員田村（喜多康樹） 通行の

人（内山栄一・梓太郎・名古屋五十三・木曽川満） 町内の人（井上恵美子・岡本佐智

子・清藤公子・金山万美子・村上達也・足立昌嗣・麻田文章・筑紫信幸） 

 

「愚」 

安原正次（藤山寛美） 営業部員木下（宮路拓也） 同大岡（渋谷天笑） 同マユミ（滝

由女路） 営業課長島田（中川雅夫） へちまの主人和田（伴心平） その妻かよ子（滝

見すが子） へちまの客山口（長谷川稔） 同坂本（里見たかし） 同川井（岩田正） 同

しのぶ（岸本康子） 同うらら（林千恵） 青年矢沢（武田茂雄） 同谷村（羽根田竜美） 

営業部員宮浦（曽我廼家五九郎） 同牛山（御陵多栄子） 同山野（羽衣美沙代） 同

ゆかり（生島康子） 図案家竹本（大津十詩子） 営業部長木内（小島慶四郎） 総務

部長牧野（守田秀郎） 社長秘書三宅（四条栄美） 安原の妻かね子（酒井光子） そ

の娘ひろみ（月城小夜子） 運転手小川（曽我廼家文童） 大岡の母伸江（勝浦千浪）  

 

「てんぐの家出」 

近所の男兵六（曽我廼家五九郎） 同佐助（金乃成樹） 小間物屋仁吉（沢田光生） 

大工の棟梁勘五郎（伴心平） 夜明け茶屋のおちょぼお福（四条栄美） 勘五郎の女

房おとみ（勝浦千浪） 医者仁斎（八木五文楽） 井筒屋多兵ヱ（伊吹聡吾朗） その

女房お藤（滝見すが子） 久太郎の弟政吉（中川雅夫） 井筒屋の娘お八重（月城小

夜子） 同番頭善助（喜多康樹） 山城屋女房お兼（酒井光子） 同女中お竹（佐久良

国子） 山城屋主人紋兵ヱ（東光男） 同お里（御園恵美子） 手代太吉（服部哲治） 

廓の客（原田介次・松田寛） 仲居（秋葉陽子） 夜廻り（喜美川竜八） 久太郎の母お

よね（林千恵） 通行の人（青葉寿々代・中根里美・井上恵美子・岡本佐智子・清藤公



子・金山万美子・武田茂雄・内山栄一・羽根田竜美・梓太郎・名古屋五十三・木曽川

満・村上達也・足立昌嗣・麻田文章・筑紫信幸）  

 

 

夜の部 

「泣きぼくろの女」 

手伝いの娘道子（秋葉陽子） 同里枝（生島康子） 夢太楼の弟子夢丸（喜多康樹） 

同夢之助（渋谷天笑） 同夢一（宮路拓也） 祝の客（岩田正・喜美川竜八・羽根田竜

美・佐久良国子・林千恵） 演芸評論家吉沢（守田秀郎） TVプロデューサー中島（服

部哲治） 同アシスタント保子（羽衣美沙代） クラブのママ悦子（御陵多栄子） 同ホス

テス美樹（滝由女路） 夢太楼の妻万里子（四条栄美） 春の家春太楼（八木五文楽） 

同妻辰子（滝見すが子） 春の家夢太楼（小島慶四郎） TV局々長大原（伊吹聡吾朗） 

春の家月太楼（藤山寛美） 二宮和江（大津十詩子） アパートの人（木曽川満・中根

里美） 印刷所手代鈴本（曽我廼家文童） 管理人の妻福子（岸本康子） 管理人西

山（曽我廼家五九郎） 松福亭竹松（東光男） 喜楽園仲居君子（御園恵美子） 同風

呂係幸次郎（伴心平） 喜楽園事務員佐々木（長谷川稔） 司会者小野（里見たかし） 

奇術師天楽（喜美川竜八） その弟子小楽（羽根田竜美） 漫才師ミスプレイ（青葉

寿々代） 同ミスターボーイ（武田茂雄） 音曲トリオ（林千恵・内山栄一・筑紫信幸） 

喜楽園事務員A(沢田光生） 同B(名古屋五十三） 同支配人山本（岩田正） 同女将

昌代（酒井光子） やくざ風の男岩崎（金乃成樹） パトカーの警官A(原田介次） 同

B(松田寛） 幸次郎の娘千恵子（月城小夜子） 喜楽園の客（生島康子・秋葉陽子・中

根里美・梓太郎・木曽川満・村上達也・足立昌嗣・麻田文章・井上恵美子・岡本佐智

子・清藤公子・金山万美子） 

 

「親指小指」 

若旦那巳之助（曽我廼家文童） 芸者玉弥（御園恵美子） 茶店の主人仁吉（金乃成

樹） 漂亭の旦那徳兵ヱ（伴心平） 同使用人三太（里見たかし） 仲居おなか（羽衣美

沙代） 番頭為造（岩田正） 口入屋与吉（小島慶四郎） 大工惣次（曽我廼家五九郎） 

その女房お千代（御陵多栄子） 丸仙の主人仙太（藤山寛美） 仙太の妹婿定七（中

川雅夫） 葉茶屋女房お幸（岸本康子） 仲居風の女お花（滝由女路） 定七の女房お

ます（月城小夜子） 近所の女房おさん（佐久良国子） 長屋の人亀造（長谷川稔） 家

主佐兵ヱ（伊吹聡吾朗） お花の亭主太之助（渋谷天笑） 定七の母親おつる（酒井

光子） 料亭の帳場善吉（喜多康樹） 稽古皈りの娘おしん（青葉寿々代） 同お国（生

島康子） 仙太の女房およし（四条栄美） 近所の手代吾助（喜美川竜八） 通行の人

（宮路拓也・武田茂雄・原田介次・内山栄一・松田寛・羽根田竜美・梓太郎・名古屋五

十三・木曽川満・林千恵・秋葉陽子・中根里美）   


